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健診センターでは、安全で信頼性のあ
る健診医療と、受診される皆様の権利を
尊重し、満足度の向上と済生会ならではの
質の高い健康診断・人間ドックを目指して
努力しております。当センターでは、「人間
ドック健診施設機能評価」の認定を受け、
年間約15,000人余りの方々に利用さ
れ、皆様の日常の健康管理に役立て
ていただいております。
年に一度は人間ドックを

受けましょう！
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図1：脳卒中の死亡率

＜男性＞ ※人口10万人に対し、脳卒中による死亡件数が何件発生したかを表しています。

図4：脳梗塞の原因

図2：脳卒中の様々な症状

図5：一過性脳虚血発作（ＴＩＡ）

図3：脳卒中の分類

＜女性＞

●脳梗塞と同様の症状が短時間（通常は10分以内）続いて、自然に消失する
●本格的な脳梗塞の前兆となる
●ＴＩＡを起こすと3か月以内に10～15％が脳梗塞を発症するが、その半数が48時間以内である

片側の顔面と手足が
動かない・しびれる

片目が見えない
物が二重に見える

言葉が出ない
ろれつが回らない
人の話が理解できない

すぐに
　おさまったので

すが…

脳
卒
中
と
は
？

　
脳
卒
中
と
は
脳
の
血
管
に
起
こ
る
病
気

で
、
脳
の
血
管
が
急
に
破
れ
た
り
、
詰

ま
っ
た
り
し
て
脳
の
血
液
の
流
れ
に
障
害

を
き
た
し
、
様
々
な
症
状
を
起
こ
す
病
気

で
す
〔
図
2
〕。
突
然
病
気
に
な
る
こ
と

が
脳
卒
中
の
特
徴
で
あ
り
、「
卒
然
（
突

然
）
と
し
て
中
（
あ
た
）
る
」
こ
と
か
ら
脳

卒
中
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
に
は
血
管
が
詰
ま
る
タ
イ
プ
の

「
脳
梗
塞
」
と
、
血
管
が
破
れ
る
タ
イ
プ

の
「
脳
出
血
」
と
「
く
も
膜
下
出
血
」
が
あ

り
、
そ
の
割
合
は
脳
梗
塞
が
7
割
、
脳
出

血
が
2
割
、
く
も
膜
下
出
血
が
1
割
で
す

〔
図
3
〕。

　
今
回
は
、
最
も
多
い
脳
梗
塞
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

い
ま
い

あ
き
ら

特　集

栃
木
県
の
平
均
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
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木
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延
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ま
し
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脳
卒
中
死
亡
を
減
ら
し
て

今
井
　
　
明

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
　
神
経
内
科

ラクナ梗塞 アテローム血栓性脳梗塞

一過性脳虚血発作：ＴＩＡ（Transient Ischemic Attack）
トランジェント　　　　　 イスケミック　　　　　 アタックい っ か せ い の う き ょ け つ ほ っ さ

最大の要因は動脈硬化
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脳
梗
塞
と
は
？

　
脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
血
管
が
血
栓
（
血

の
塊
）
に
よ
っ
て
詰
ま
り
、
そ
の
先
の
脳

細
胞
に
血
流
が
行
き
渡
ら
ず
、 

酸
素
や
栄

養
分
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
、
障
害
が
生
じ
る
病
気
で
す
。

　
脳
梗
塞
に
は
3
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
が
原
因
で
あ
る
「
ラ
ク

ナ
梗
塞
」
と
「
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗

塞
」
お
よ
び
心
房
細
動
に
代
表
さ
れ
る
心

疾
患
を
原
因
と
す
る
「
心
原
性
脳
塞
栓
症
」

が
あ
り
ま
す
〔
図
4
〕。

一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）
と
は

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
前
触
れ
で
あ
る
狭
心

症
と
同
様
に
、
脳
梗
塞
も
前
触
れ
の
発
作

と
し
て
一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）

が
あ
り
ま
す
〔
図
5
〕 

。
こ
の
段
階
で
は

神
経
症
状
は
自
然
に
治
癒
し
後
遺
症
は
な

く
、
予
防
対
策
を
開
始
す
れ
ば
、
脳
梗
塞

に
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。

　
最
近
は
急
性
脳
血
管
症
候
群
（
Ａ
Ｃ
Ｖ

Ｓ
）
と
い
っ
て
一
過
性
脳
虚
血
発
作
と
脳

梗
塞
を
同
じ
病
気
と
考
え
、
同
じ
よ
う
に

治
療
す
る
の
が
、
最
新
の
脳
卒
中
診
療
で

す
。

は
じ
め
に

　
栃
木
県
の
医
療
上
の
問
題
点
の
一
つ
と

し
て
、
死
亡
率
の
高
さ
、
特
に
脳
卒
中
の

死
亡
率
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
は
、
脳
卒
中
死
亡
率
が
1
9
8
0

年
か
ら
1
9
9
0
年
ま
で
、
男
女
共
に
全

国
で
最
も
高
く
、
そ
の
後
も
2
0
1
0
年

ま
で
、
男
性
は
常
に
下
か
ら
4
位
以
内
、

女
性
は
常
に
下
か
ら
2
位
以
内
で
す
〔
図

1
〕。 

　

　
2
0
1
0
年
の
栃
木
県
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
79.1
歳
で
全
国
で
10
番
目
、
女

性
が
85.7
歳
で
全
国
で
2
番
目
に
短
い
年
齢

と
な
っ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
の
平
均
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
は
、
全
国
で
も
死
亡
率

の
高
い
脳
卒
中
対
策
が
有
用
と
以
前
か
ら

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
脳

卒
中
と
い
う
病
気
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

脳の中の細い血管が
狭くなって血管が詰
まる

脳の中の比較的太い動脈の
内腔が狭くなり、そこに血
栓が付着し、血管が詰まる

高血圧・喫煙
糖尿病・脂質異常症

脳卒中

一過性脳虚血発作

脳梗塞
脳出血

くも膜下出血

・ラクナ梗塞
・アテローム血栓性脳梗塞
・心原性脳塞栓症

血管が詰まる
タイプ

血管が破れる
タイプ

脳卒中の
割合

脳梗塞  7割

くも膜下出血

1割

2割

脳出血

・ろれつが回らない

・記憶がとんでいる

・人の話していることが一時的に理解できない

・足がもつれて歩けない

・歩いていると左右どちらかに傾いてしまう

・めまいがして、まっすぐ歩けない

・気持ち悪くなる、冷や汗が出る

・意識が遠のいたり、反応が鈍いことがある

・左右どちらかに良くぶつかる、けがをする

・物が二重に見える

・視界が狭く見えにくい

・食べ物が口から無意識にこぼれる

・急に飲み込みにくくなった

・顔、体の片側がしびれる

・手足の力が入りにくい

それは
脳梗塞の
警告発作です

脳梗塞の割合が
最も高いです

心原性脳塞栓症

心臓でできた血栓が血管内を流れてきて、脳の血管が細く
なったところで流れをせき止めてしまうために血管が詰まる

最大の要因は不整脈など心疾患
心房細動・心筋症
心臓弁膜症

洞不全症候群
どうふぜんしょうこうぐん

い
っ
か
せ
い
の
う
き
ょ
け
つ
ほ
っ
さ
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図9：脳卒中予防10か条 図7：再開した脳血流

図8：脳卒中の後遺症

図6：血栓溶解療法

治療前 治療後

～神経内科スタッフ～

冨保　和宏
科長

血栓

血管に血栓が詰まり、
血流が止まります

rt-PAを注入します

血流が回復します

rt-PAが血栓を
溶かします

血液

rt-PA
血流が止まっているため、
血管が映し出されません

血流が再開し、血管が
はっきり写っています

後遺症は障害を受けた脳の部位によって異なります

手足のマヒ 排泄障害

失語症 嚥下障害 失認・失行

感情や行動の
抑制がきかない

言語障害

松崎　圭一大島　壮生

筆者紹介

脳卒中センター長
神経内科
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脳
梗
塞
の
治
療
と
は
？

　
脳
細
胞
は
、
血
液
が
3
〜
6
時
間
ぐ
ら

い
行
き
渡
ら
な
く
な
る
と
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
機
能
の
回
復
が
困
難
に
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
く
脳
血
流
を
再
開
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
脳
梗
塞
周
辺
の
脳
血
流
が
低
下

し
て
い
る
脳
組
織
を
守
っ
た
り
、
脳
血
流

を
増
加
さ
せ
る
薬
剤
、
血
栓
を
大
き
く
し

な
い
薬
剤
な
ど
を
使
用
し
た
り
し
て
、
脳

梗
塞
の
大
き
さ
が
広
が
る
こ
と
を
防
い
で

き
ま
し
た
。

　
2
0
0
5
年
よ
り
我
が
国
で
も
、
脳
血

管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
溶
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
脳
血
流
を
再
開
さ
せ
る
、「
ｒ
ｔ-

Ｐ
Ａ
」
と
い
う
薬
剤
に
よ
る
血
栓
溶
解
療

法
が
、
発
症
3
時
間
以
内
の
場
合
に
限
っ

て
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
〔
図
6
〕。

残
念
な
が
ら
発
症
3
時
間
以
内
に
治
療

を
行
え
る
患
者
さ
ま
は
少
な
い
た
め
、

2
0
1
3
年
よ
り
、
治
療
可
能
な
時
間

が
4.5
時
間
に
延
び
ま
し
た
。
血
栓
溶
解

療
法
は
、
強
力
な
薬
剤
を
使
用
す
る
た
め
、

脳
出
血
の
危
険
性
も
高
く
、
使
用
す
る
患

者
さ
ま
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
治
療
が
順
調
に
進
め
ば
、
図
7
の

脳
血
管
撮
影
の
よ
う
に
脳
血
流
が
再
開
し

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
脳
梗
塞
の
患
者

さ
ま
は
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
多
い
の
が

現
状
で
す
〔
図
8
〕。

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
に
は
？

　
脳
梗
塞
は
脳
卒
中
協
会
が
提
唱
す
る
脳

卒
中
予
防
10
か
条
（
番
外
編
を
含
む
）
を

実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
症
と
再
発

が
予
防
で
き
ま
す
〔
図
9
〕。
脳
梗
塞
の

発
症
予
防
と
し
て
、
高
血
圧
治
療
に
は
降

圧
薬
を
、
糖
尿
病
と
脂
質
異
常
症
に
は
治

療
薬
の
服
用
を
、
食
事
療
法
と
併
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
抗
血
小
板
薬
※
1

は
ラ
ク
ナ
梗
塞
と
ア

テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の
再
発
予
防
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
抗
凝
固
薬
※
2

は
心
原

性
脳
塞
栓
症
の
発
症
と
再
発
予
防
に
用
い

ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
院
を
含
め
た
脳
卒
中
専
門
医
療
機
関

の
役
割
は
主
に
、
脳
卒
中
に
な
っ
た
と
き

の
治
療
お
よ
び
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
特
殊

検
査
を
行
い
、
適
切
な
再
発
予
防
方
法
を

決
め
る
こ
と
で
す
。

　
当
院
で
は
、
2
0
1
3
年
4
月
に
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
門
医
療
機
関

と
し
て
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
脳
梗
塞
を
含
む
、
脳
卒
中
の
発
症
と
再

発
の
予
防
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
定
期
的
な

診
療
が
重
要
で
す
。
従
っ
て
、
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
に
な
り
、
2
〜
4
週
間
の

間
隔
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

手
始
め
に

高
血
圧
か
ら

治
し
ま
し
ょ
う

不
整
脈

見
つ
か
り
次
第

す
ぐ
受
診

ア
ル
コ
ー
ル

控
え
め
は
薬

過
ぎ
れ
ば
毒

お
食
事
の

塩
分
・
脂
肪

控
え
め
に

万
病
の

引
き
金
に
な
る

太
り
す
ぎ

お
薬
は

勝
手
に
や
め
ず
に

相
談
を

糖
尿
病

放
っ
て
お
い
た
ら

悔
い
残
る

予
防
に
は

タ
バ
コ
を
止
め
る

意
志
を
持
て

高
す
ぎ
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

見
逃
す
な

体
力
に

合
っ
た
運
動

続
け
よ
う

脳
卒
中

起
き
た
ら
す
ぐ
に

病
院
へ脳卒中は

予防できる
病気です

番
外
編

※
1
抗
血
小
板
薬
と
は
、
血
栓
が
で
き
る
原
因
と

な
る
血
小
板
の
働
き
を
抑
え
る
も
の
で
す
。

※
2

抗
凝
固
薬
と
は
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
（
血
液
を
固

ま
ら
せ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
）
の
働
き
を

抑
え
る
も
の
で
す
。

こ
う
け
っ
し
ょ
う
ば
ん
や
く

こ
う
ぎ
ょ
う
こ
や
く

ア
ー
ル
テ
ィ
ー

ピ
ー
エ
ー
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【
文
責

　医
療
技
術
部

　臨
床
検
査
技
術
科
】

第
一
回

医

療

め

ぐ

り機

器

目的 免疫検査で調べる主な項目

感染症

心筋マーカー

腫瘍マーカー

血中薬物濃度

肝・胆道系疾患

腎臓疾患

心臓疾患

糖尿病・代謝異常

動脈硬化・脂質異常

電解質

骨代謝

炎症

貧血

AST、ALT、ALP、ビリルビン、コリンエステラーゼ（ＣＨＥ）

尿酸、クレアチニン（Cr.）、尿素窒素（UN）

CK、LDH

血糖、HbA1c、グリコアルブミン

中性脂肪、総コレステロール、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール

ナトリウム、カリウム、クロール

カルシウム、無機リン

ＣＲＰ

鉄、TIBC、UIBC、フェリチン

B型肝炎、C型肝炎、後天性免疫不全（AIDS）など9項目

BNP、CK-MBなど3項目

AFP、CEA、CA19-9、CA125、PSAなど11項目

テオフィリン、フェニトイン、ジゴキシン、バンコマイシンなど9項目

目的 生化学検査で調べる主な項目

　検
体
と
試
薬
と
反
応
さ
せ
、
糖
・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
タ
ン
パ
ク
・
酵
素
な
ど
の

各
種
成
分
の
測
定
を
行
う
装
置
で
す
。

【
主
な
特
徴
】

①
正
確
性
の
高
い
デ
ー
タ

　サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
撹
拌
方
式
等
、
最
新

技
術
の
採
用
と
精
度
管
理
で
、
高
い
デ
ー

タ
の
信
頼
性
を
有
し
ま
す
。

②
多
項
目
多
検
体
測
定

　最
大
70
項
目
ま
で
測
定
が
で
き
ま
す
。
院

内
で
は
現
在
52
項
目
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

③
迅
速
な
結
果
報
告

　高
速
処
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
1
時
間

で
最
大
2
0
0
0
テ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。

④
少
量
の
検
体
で
の
測
定

　項
目
に
も
よ
り
ま
す
が
、
1
項
目
に
つ

き
1.5
〜
3.0
マ
イ
ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
測
定
で

き
ま
す
。

⑤
簡
易
な
試
薬
運
用

　専
用
試
薬
ボ
ト
ル
に
よ
り
、
検
体
を
機

器
に
セ
ッ
ト
す
る
作
業
が
省
力
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑥
簡
易
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
一
括
し
て
実
行
で
き
ま
す
。

　検
体
検
査
室
で
は
、
患
者
さ
ま
の
健
康

状
態
や
病
気
の
度
合
い
・
場
所
を
推
定
す

る
た
め
に
、
採
取
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
検

体
（
血
液
や
尿
な
ど
）
の
分
析
検
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
分
析
で
は
主
に
自
動

分
析
装
置
を
用
い
て
測
定
し
ま
す
。
当
院

で
は
主
な
も
の
だ
け
で
も
11
種
類
18
台
の

分
析
装
置
が
活
躍
し
て
お
り
、
今
回
は
そ

の
中
か
ら
、
生
化
学
分
析
装
置
と
免
疫
測

定
装
置
の
2
種
類
の
機
器
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　免
疫
検
査
で
は
血
液
中
に
感
染
に
よ
っ

て
で
き
た
血
液
中
の
抗
体
の
有
無
や
量
を

調
べ
ま
す
。

【
主
な
特
徴
】

①
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ

　安
定
性
に
優
れ
た
化
学
発
光
免
疫
検
査
測

定
法
（
C
L
I
A
法
）
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

②
短
時
間
で
の
測
定

　1
テ
ス
ト
測
定
時
間
29
分
で
、
1
時
間

に
最
大
2
0
0
テ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。

③
高
い
操
作
性

　多
様
な
サ
イ
ズ
の
試
験
管
に
対
応
し
、

前
面
操
作
で
廃
棄
物
の
処
理
も
簡
単
で
す
。

　い
ず
れ
の
分
析
装
置
に
も
次
の
点
が
共

通
し
て
い
ま
す
。

①
採
血
時
か
ら
、
患
者
さ
ま
の
検
体
は
す

べ
て
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
し
て
い
ま
す
の

で
、
取
り
違
い
や
、
検
査
漏
れ
等
が
あ
り

ま
せ
ん
。

②
患
者
さ
ま
ご
と
に
検
査
結
果
を
時
系
列

で
管
理
し
て
お
り
、
個
々
の
デ
ー
タ
変
動

を
確
認
し
た
上
で
の
報
告
が
で
き
ま
す
。

③
同
一
分
析
装
置
を
複
数
機
稼
働
さ
せ
て

い
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
試
薬
入
れ

替
え
時
で
も
測
定
で
き
、
24
時
間
対
応
で

検
査
を
し
て
い
ま
す
。

④
無
停
電
装
置
を
装
備
し
て
お
り
、
停
電

時
も
運
用
が
で
き
ま
す
。

　今
日
の
臨
床
検
査
に
お
い
て
は
、
ひ
と

つ
の
検
体
か
ら
多
数
の
検
査
項
目
を
短
時

間
で
分
析
す
る
能
力
を
も
つ
、
臨
床
検
査

の
ロ
ボ
ッ
ト
と
も
い
え
る
自
動
分
析
装
置

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

当
院
の
検
体
検
査
室
で
は
1
日
あ
た
り

3
0
0
0
本
を
超
え
る
検
体
の
分
析
結
果

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
正
確
に
、
よ
り

迅
速
に
報
告
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
、

検
査
室
ス
タ
ッ
フ
、
と
も
に
日
々
奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。

異なる種類の分析でも、
一度に大量の検体が迅速
かつ正確にデータ化される
ため、当日の診察や治療の
現場に30分～1時間程度で
データを届けることができ
ます。

健康診断や人間ドックで
おなじみの血液検査や
尿検査…それらは一体
どこにいくんだろう？？

CLIA法は抗原抗体反応を
利用した免疫学的測定法の
ひとつで、一般的に幅広い範囲で
高感度の測定ができます。

↓血液自動分析の流れを現したものです。（　　　　部分が自動分析の過程です）
↑分析部分には多くの検体が入ります

化学発光免疫検査測定装置アーキテクト　i2000

ARCHITECT  i 2000

生化学自動分析装置ラボスペクト  008

LABOSPECT  008

地
下
1
階

臨
床
検
査
技
術
科

　検
体
検
査
室

検
査
室
で
働
く

「
臨
床
検
査
分
析
ロ
ボ
ッ
ト
」

(( ((

採     血 遠心分離 反応容器に自動分注 試薬自動添加

血液
血清

ぐる

ぐる血球成分

臨床医・患者さまに
報告

濃度変換データ処理・
データ出力

化学反応を
分光学的に分析

撹     拌
（かき混ぜる）

処名

其 の 一

其 の 二

か
く
は
ん

しやくじどうてんか

か が く は っ こ う め ん え き け ん さ そ く て い そ う ち

せ い か が く じ ど う ぶ ん せ き そ う ち

かく　　 はん



ご
意

見・
アンケ
ー
ト 外来患者さま・ご家族さまの声

当院では毎年、外来患者さまに職員の応対に関するアンケートを実施しております。
今回は、昨年度行った調査結果の一部をご報告いたします。

　保険薬局で薬を受け取るために、病院から発行される処方

せんには使用期間があるのをご存知ですか？

　通常、処方せんの使用期間は処方せんが発行された日を含

めて 4 日間となっています。期間を過ぎてしまうと、もう

一度病院に行って再発行するなどの手続きが必要になりま

す。この 4 日間には休日も含まれますので、週末や連休前

は特にご注意ください。処方せんを受け取ったら、できるだ

け早めに保険薬局へ行くようにしましょう。

　なお、長期の旅行等特殊の理由があり、医師が処方せんに

別途使用期間を記載した場合には、その日までが有効となり

ます。

Q1.医師はあなたの話をよく聞いていましたか

■良い（そう思う）
■まあ良い
■普通
■やや良くない
■良くない
■無回答

Q3.困った事があったとき、職員に相談しやすい
        雰囲気でしたか

処方せんの使用期間について

■良い（そう思う）
■まあ良い
■普通
■やや良くない
■良くない
■無回答

48％

33％

18％

28％

28％

20％

3％
2％

9％

Q2.プライバシーに配慮されていましたか

■良い（そう思う）
■まあ良い
■普通
■やや良くない
■良くない
■無回答

■実  施  日

■対　    象

■回収枚数

平成 25年 11月 15日

当日に外来受診された来院者 500名

355 枚（回収率 71%）

アンケートの概要

3％
3％ 5％

33％

24％

31％

8％
1％
3％

皆様からいただいた評価・ご意見は職員全体で共有し、
これまで以上に患者さまに満足いただけるサービスの
提供に向けて取り組んでまいります。今後とも皆様の
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

処方せんは、備考欄に特に記載のある場合を
除き、交付の日を含めて4日以内に保険薬局に
ご提出ください。

薬 やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

使用期間を
ご確認ください

【
文
責
　
薬
剤
部
　
薬
品
供
給
管
理
課
　
金
安
　
寿
江
】

【
文
責
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
】

FILE.1

7
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【
文
責
　
医
療
栄
養
科
　
調
理
師
　
秋
山
　
靖
紀 

】

そら豆
新玉葱（中玉）
にんじん
天ぷら粉
水
菜の花
サラダ油

材料（2人分）
15粒
1/2個
40g

大さじ5
大さじ4
2本
適量

≪1人分あたり　290Kcal≫

そら豆と新玉葱のかき揚げそら豆と新玉葱のかき揚げ

1

1

そら豆はさやからはず
し、薄皮をむく。にん
じんは千切り、新玉葱
はスライスにする。

炊きたてのご飯に針生姜、干しえび、塩茹でしたそら豆（薄皮をむいた
もの）を混ぜ、塩で味をととのえてできあがり。

2

2

　 の材料をボウルに入
れ、天ぷら粉（大さじ
1）をまぶしておく。

3
天ぷら粉（大さじ 4）
と同量の水（大さじ
4）で衣を作り　 に和
える。

4
適当な大きさにとり
170℃に熱した油でか
らっと揚げる。菜の花
も衣をつけ揚げる。

季

節

の

素

材

で

そら豆と新玉葱のかき揚げそら豆と新玉葱のかき揚げ

医
食
同
源
れ
し
ぴ

医
食
同
源
れ
し
ぴ

　
茹
で
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と

が
多
い
そ
ら
豆
で
す
が
、
今
回
は

生
の
そ
ら
豆
を
か
き
揚
げ
の
材
料

と
し
て
使
用
し
て
み
ま
し
た
。

　
生
の
そ
ら
豆
を
購
入
す
る
際
は
、

絶
対
に
さ
や
付
き
の
も
の
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
色
つ
や
が
良
く
、

ぷ
っ
く
り
し
て
い
る
も
の
を
選
べ

ば
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
塩
茹

で
に
し
て
食
べ
る
場
合
、
茹
で
上

が
り
を
水
に
さ
ら
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ザ
ル
に
と
り
そ
の
ま
ま
冷

ま
す
と
水
っ
ぽ
く
な
ら
ず
、
風
味

も
損
な
わ
ず
に
お
い
し
く
召
し
上

が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
薄
皮
に

は
食
物
繊
維
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
気
に
な
ら
な
い
方

は
薄
皮
ご
と
食
べ
る
と
よ
り
良
い

栄
養
素
が
摂
取
で
き
ま
す
。

　
旬
の
そ
ら
豆
料
理
で
春
を
感
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

材料に粉をまぶすことで
野菜の水分を抑え、薄衣で
からっとした仕上がりに。

ワ　  ン
Point

召し上がる際は、
レモン、塩、天つゆなど
お好みの味つけで。

●●そら豆ごはん●●●●そら豆ごはん●●一緒に作って
春の定食…

今回の素材

そら豆

しょうが
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長岡さんの
ある日のスケジュール

小
児
病
棟
で
の
イ
ベ
ン
ト

　小
児
病
棟
で
は
、
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
、「
病
に
負
け
な
い
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
喜
び
と
ほ
ほ
え
み
を
与
え
る
こ
と
」

を
目
的
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　平
成
25
年
11
月
は
、
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
の
ク

ラ
ウ
ン
（
道
化
師
）
3
人
が
、
入
院
中
の
子
ど

も
た
ち
を
慰
問
し
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
ご
家
族
か
ら

は
、「
子
供
が
手
を
振
っ
て
喜
ん
で
い
た
。
気
分

転
換
が
出
来
た
と
思
う
。」
と
の
声
も
聞
こ
え
ま

し
た
。

　ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
た
医
療
栄
養
科
の
職
員
か
ら
、
配
膳
時

に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
お
子
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族

か
ら
も
好
評
で
し
た
。

長岡　美幸
ながおか　　 みゆき

もくよく

さん

Ｑ
．
こ
の
職
種
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
子
供
の
頃
、
小
児
喘
息
が
あ

り
頻
繁
に
病
院
に
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
看
護
師
さ
ん

が
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
の

を
み
て
、「
私
も
、
苦
し
ん
で
い

る
人
を
少
し
で
も
楽
に
し
て
あ
げ

た
い
。
優
し
い
声
を
か
け
て
あ
げ

た
い
。」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

Ｑ
．
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
音
楽
鑑
賞
、
ラ
イ
ブ
参
戦
で

す
。

Ｑ
．
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？

Ａ
．
家
で
ゆ
っ
く
り
音
楽
鑑
賞
を
し

た
り
、
電
車
に
乗
っ
て
ラ
イ
ブ
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
気
分
転
換
し
た
い
と
き
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
友
達
と

カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
・
意
気
込
み
を
ど

う
ぞ
！

Ａ
．
少
し
で
も
患
者
さ
ま
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
な
、
常
に
笑
顔
で
い
ら

れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　今
後
も
、
先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導

の
も
と
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

マイ★スターに一問一答！

Group photo

4
階
東
病
棟
と
は

　
　
　
　ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　4
階
東
病
棟
は
、
ベ
ッ
ド
数
51
床
（
新

生
児
4
床
、
産
科
4
床
を
含
む
）
の
小
児

病
棟
で
す
。

　看
護
師
37
名
、
保
育
士
5
名
で
新
生
児

か
ら
学
童
、
成
人
に
い
た
る
ま
で
の
幅
広

い
年
代
の
患
者
さ
ま
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
か
ら
は

保
育
士
と
遊
ぶ
楽
し
そ
う
な
お
子
さ
ま
の

笑
い
声
と
泣
き
声
が
入
り
混
じ
り
、
毎
日

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
病
棟
で
す
。

当
院
で
の
役
割
は
？

　

 

4
階
東
病
棟
（
小
児
病
棟
）
は
、
4
階

西
病
棟
（
産
科
病
棟
）
と
4
階
北
病
棟
と

業
務
連
携
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家

族
と
お
子
さ
ま
の
た
め
に
、
産
後
間
も
な

い
お
母
さ
ま
や
小
児
病
棟
退
院
後
の
お
子

さ
ま
の
不
安
・
悩
み
を
解
消
で
き
る
よ
う
、

毎
週
金
曜
日
に
午
後
か
ら
産
科
外
来
に
お

い
て
、
担
当
看
護
師
が
交
替
で
育
児
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
棟
で
の
自
分
の
役
割
は
？

　私
は
、「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
チ
ー
フ
」
と
し

て
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
て
、

先
輩
看
護
師
と
ペ
ア
を
組
み
、
業
務
に
従

事
す
る
制
度
が
あ
り
、
先
輩
か
ら
指
導
を

受
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
自
分
が
後
輩
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　他
に
も
、
入
院
中
の
お
子
さ
ま
た
ち
の

不
安
が
、
少
し
で
も
軽
減
す
る
よ
う
、
明

る
い
雰
囲
気
の
病
棟
を
つ
く
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
元
気
に
笑
顔
で
働
く
ヒ
ミ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う
べ
く
、
笑
顔

の
「
匠
」
の
素
顔
に
迫
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
♪
こ
こ
で
は
、
日
々
の
業
務

や
職
種
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※沐浴とは…
生まれて間もない赤ちゃんは、抵抗力が弱いの
で、生後1か月頃までは、大人と一緒の浴槽では
なく、ベビーバスを使用して、体を洗います。
これを「沐浴」と言います。

笑
顔
の
マ
イ

　ス
タ
ー

笑
顔
の
マ
イ

　ス
タ
ー

8:30

9:00

11:00

11:30

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

17:30

出勤、申し送り

ラウンド、清拭・沐浴※介助

点滴準備、静脈注射投与　

食事介助、内服薬投与

休憩

検温

面会者家族あいさつ

記録整理、カンファレンス

内服薬投与

退勤

シリーズ 第2回 4階東病棟
今回は、4階東病棟（小児病棟）に勤務する看護師の長岡さんにお話をうかがいました！

ぜ
ん
そ
く
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「あなたのお家に帰ろう」
地域連携ネットが在宅医療講演会

12月

　平成 25 年 12 月 7 日、「地域包括ケアにおける在宅医療の役割～あなたのお家に帰ろう～」というテーマで講演会が開催されました。宇都宮市で在宅医療に取り組む村井邦彦先生による基調講演が行われ、その後、パネルディスカッションでは、訪問看護・ケアマネージャー・患者家族・急性期病院の退院支援の立場の方から、それぞれ発表頂きました。医療・福祉・介護の関係者だけでなく、行政・一般の人たち約300 名に参加頂き、参加者からのアンケート結果も良好で、有意義な講演会となりました。
パネルディスカッションの様子

栃木県立宇都宮中央女子高等学校による
クリスマスコンサート

12月

　当院では毎年 12 月に、栃木県立宇都宮中央女子高等学校の合唱部の皆さんにご出演頂き、クリスマスコンサートを開催しています。今回は平成 25 年 12 月 25 日に、緩和ケア病棟・エントランスホールで、素晴らしい歌声とハンドベルの演奏を披露して頂きました。
　讃美歌から親しみやすいアニメメドレー、クリスマスキャロルの他、「じぇじぇじぇ」のフレーズで人気となったＮＨＫ連続テレビ小説『あまちゃん』のオープニングテーマが演奏され、来場者の皆さんは高校生から元気と感動をもらえたようです。

歌に合わせて可愛い振付も披露してくれました

院内管弦楽クラブによる
ウィンターコンサート

1月

　平成 26 年 1 月 16 日、職員で結成される管弦楽クラブ「さいみやメロディカル」によるウィンターコンサートを開催いたしました。メンバーの職種は、看護師・薬剤師・放射線技師・臨床検査技師と様々です。団体名である「さいみやメロディカル」は、済生会宇都宮病院の略称“さいみや”と、“メロディー”と“メディカル（医療）”とを合わせた造語です。「楽器を通して職員のコミュニケーションを図り、音楽を楽しもう」「地域の皆さまに少しでも心温まるような音楽を届けよう」を目標に活動し、年に数回院内でコンサートを開催します。

小さなお子さんから大人の方まで楽しめる
プログラムで演奏披露してくれました

栃木県内初！
卒後臨床研修評価の認定を取得2月

　当院は平成 26 年 2 月 1 日付で、栃木
県内では初めてＮＰ

Ｏ法人卒後臨床研修評価機構（ＪＣＥＰ
）の認定を受けまし

た。ＪＣＥＰは、国民に対する医療の質
の改善と向上をめざ

すため、臨床研修病院における研修プロ
グラムの評価や研修

状況の評価、人材育成等を行い、医療の
発展に寄与すること

を目的とする第三者評価機構です。

　今回受審した目的は、第三者からの評
価を受ける事により、

当院の研修制度の質を高めるためです。
今後も、安全で信頼

のある医療を提供できるよう、卒後臨床
研修の質をより一層

高めてまいります。

卒後臨床研修評価の認定証

フラダンスショー
2月

　平成26年 2月 7日、エントランスホー
ルで、

「Me Ka Hau‘oli （メ カ ハウオリ）」
の皆さ

んによるフラダンスショーを開催しまし
た。こ

ちらのグループは、宇都宮市・福島市を
中心に

フラダンスの教室を開催し、レッスンの他
にも、

フラダンスの楽しさと地域交流を図るた
め、各

種イベントなどで活動されています。

　映画『フラガール』で有名な「虹を」
など、

6 曲のフラダンスを披露して頂き、大盛
況のう

ちに幕を閉じました。

済生会宇都宮病院看護専門学校卒業式
3月

　晴れの門出を祝福するかのように、穏
やかな

春の日差しが降り注いだ平成 26 年 3 月
5 日、

済生会宇都宮病院看護専門学校で第 14
回生の

卒業式が行われました。

　式では、保護者・来賓・病院関係者ら
多くが

見守る中、病院長で学校長でもある吉田
良二先

生から卒業生一人ひとりに卒業証書が授
与され

ました。希望を胸に卒業した 34 名の多
くは当

院に就職し、新たな戦力として活躍が期
待され

ています。

出演者とご観覧の皆さまが、最後に「アロハ
―」で

別れの挨拶をし、終始なごやかなムードでし
た
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InformationInformation
INFOR

MATION
2

ゴールデンウィーク・創立記念日

一般外来診療休診のご案内

INFOR
MATION

1

5月

INFOR
MATION

3

INFOR
MATION

5 とちぎ子ども救急電話相談
028－600－0099
午後6:00～午後11:00（毎日）

お子さんの急な病気やけがで心配なとき、
ご連絡ください。
看護師が対応のアドバイスをいたします。

受付時間 （平日）8:30～17:30
（土曜）8:30～12:30　※医療相談のみお受けしています

栃木県からのおしらせ

診療実績 平成25年12月 平成26年1月 平成26年2月

延外来患者数

実入院患者数

平均在院日数

救命救急センター患者数

救急車台数

手術件数

30,632人

1,333人

11.6日

1,406人

517台

550件

29,398人

1,253人

13.7日

1,197人

430台

519件

27,792人

1,198人

12.1日

1,041人

434台

523件

栃木県からのおしらせ

救急医療体制のおしらせ
INFOR

MATION
4

宇都宮市夜間休日救急診療所

外来

入院

初期救急

診療時間
案内

宇都宮市内
5病院

夜間

休日

午後7：30～翌朝7：00

午前9：00～午後5：00

午後7：30～翌朝7：00

電話  028-625-2211

入院を必要とする
重症の患者さんを治療

※NHO=独立行政法人国立病院機構

済生会宇都宮病院
NHO※栃木医療センター
NHO※宇都宮病院
宇都宮社会保険病院
宇都宮記念病院

2次救急
3次救急

栃木県救命救急センター

生命の
危機 生命の危機にひんしている

状態の患者さんに高度な治療

※済生会宇都宮病院に併設

救急患者

総合受付

正面玄関

N 総合案内 自動再診受付機

初診問診
検査説明
コーナー

入院受付

相談窓口

西口 検査受付
1

外来
受付
A

がん相談支援センター/医療相談・看護相談室はこちらです

「よろず相談窓口」の名称が

「がん相談支援センター/医療相談・看護相談室」に変わりました

1 2

987

161514131211

232221201918

2928272625

30

10

17

24

31

5
こどもの日

6
振替休日

4
みどりの日

3
憲法記念日

30
創立記念日

29
昭和の日

284/27

木 金 土水火月日

　患者さまの相談窓口である「よろず相談窓口」は、平成26年3月に「がん
相談支援センター /医療相談・看護相談室」に名称を変更しました。
　当院はがん診療連携拠点病院であり、がんの患者さまに対する相談窓口
を設置していることを、もっと多くの方に知っていただくために、名称を変
更することとなりました。
　今後も、専門的知識を有する専門看護師・認定看護師、がん相談専門員
が、がんに関するご相談に応じます。その他、看護師による受診科の相談や、
専門外来のご案内、医療ソーシャルワーカーによる医療費に関するご相談
なども承っております。
　何かお困りのことがございましたら、いつでもお気軽にご相談ください。

当院の休診日は日・祝祭日、創立記念日、年末年始となっており
ます。ゴールデンウィーク期間中、創立記念日は、一般外来は休診
となりますので予めご了承下さい。なお、救急の場合は救命救急
センターにて承っております。その際、お電話でご相談頂いてから
来院されますようお願いいたします。

診療科により受付時間が異なる場合がございますので、
詳細はホームページまたは初診受付前設置の「診療部各
科外来担当医師表」をご確認ください。受診科に関する
ご相談は、1階エントランスホール「総合案内」の看護師
にお気軽にお声かけください。

※当院を初診で受診する際は、まず、かかりつけ医に受診し、専門
　的な治療や検査または入院などが必要とされた場合に、紹介
　状を持参して頂きますようお願いいたします。
　（初診時に紹介状がない場合には、選定療養費3,240円（税込）
　をお支払い頂くことになりますので、ご理解のほどお願いいた
　します。）
　お問い合わせやご質問がございましたら、総合受付までお尋ね
　ください。

一般外来診療のご案内

8：30～11：00受付時間
（予約患者さまの受付時間は、この時間限りではございません。）
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　当院は平成26年4月1日、厚生労働省よりDPC
病院群Ⅱ群に指定されました。
　平成24年度の診療報酬改定において、厚生労
働省は、全国のDPC対象病院を機能や役割に応
じて、Ⅰ群からⅢ群の3つに分類しました。

　DPC病院群Ⅱ群とは、一定以上の基準（「診療
密度」「医師研修」「高度な医療技術」「重症患者に
対する診療」）を実施している病院となります。

　引き続き、地域の皆さまに高度急性期医療を提
供し、「医療の質、満足度の向上」に日々励んでま
いります。

ＤＰＣ病院群Ⅱ群に指定されました

み
や
の
わ

編
集
ス
タ
ッ
フ
の

わ

編集後記

　
春
に
な
り
、新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。入

学
・
入
社
・
異
動
…
な
ど
、生
活
ス
タ
イ
ル
や
職
場
が

変
化
さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、様
々
な

環
境
が
変
わ
る
春
は
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

く
な
る
季
節
で
す
よ
ね
。

　
み
や
の
わ
も
、「
医
療
機
器
め
ぐ
り
」「
薬（
役
）に
立

つ
！
薬
の
あ
れ
こ
れ
」「
み
や
の
わ
情
報
局
」な
ど
新

し
い
企
画
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。「
も
っ
と
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
ち
た
い
」「
も
っ
と
病
院
の
情
報
を
発
信
し

た
い
」と
い
う
想
い
か
ら
、編
集
委
員
全
員
で
考
え
た

企
画
で
す
。今
後
も
、よ
り
良
い
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
、読
者
の
方
々
の
目
線
を
大
切
に
し
な
が
ら
、頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、お
か
げ
さ
ま
で「
み
や
の
わ
」は
11
歳
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
成
長
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、第
43
号
を
お
読
み
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栃木県立がんセンター

獨協医科大学病院
自治医科大学付属病院
佐野厚生総合病院
上都賀総合病院

済生会宇都宮病院
都道府県
がん診療連携
拠点病院
地域

がん診療連携
拠点病院

地域医療機関

地域医療支援病院は、他の病院または
診療所から紹介された患者さまに対して
医療を提供していること、医療機器など
を地域の医療機関と共同利用できるこ
と、救急医療を担っていること、地域の
医療従事者のために研修を行っているこ
と、などの役割があり、都道府県知事の
承認を受けます。
当院は「地域と共に進化し続ける病院」
のビジョンの下、急性期医療・救急医療
を担い、ますます信頼される病院を目指
していきます。

地域医療支援病院

医療機能評価とは、『財団法人医療機能
評価機構』が医療機関の第三者評価を行
い､質の高い医療サービスを提供してい
くための支援を行うことを目的としていま
す。当院は、平成 10年に栃木県で初
めて認定を受け、以後 5年毎に更新認
定を受けております。 最近では、平成
25年 2月に4回目の更新審査を受け、
認定されました。

医療機能評価認定病院

当院は「地域がん診療連携拠点病院」とし
て、地域の医療機関や他のがん診療連携
拠点病院との連携を密にして、より良いが
ん診療を提供していきたいと考えていま
す。当院では1階「がん相談支援センター
/ 医療相談・看護相談室」で、専門的知
識を有するスタッフが、がんに関するさま
ざまな質問や相談におこたえしています。

地域がん診療連携拠点病院

リレーエッセイ　

テ
レ
ビ
体
操
を
始
め
て
か

れ
こ
れ
１
年
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
時
代
の
夏
休
み
は

朝
6
時
半
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
は
ラ
ジ
オ
体

操
と
も
縁
遠
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

歳
を
と
っ
て
く
る
と
早
起

き
に
な
り
、
夏
は
5
時
前
、

冬
で
も
6
時
前
に
は
目
が
覚

め
ま
す
。
夏
は
体
を
動
か
す

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
冬
は

ま
だ
外
は
暗
く
億
劫
で
す
。

少
し
は
体
を
動
か
す
こ
と
が

良
い
と
は
思
っ
て
も
、
暗
い

中
を
散
歩
に
出
る
気
力
は
な

く
、
１
年
ほ
ど
前
か
ら
女
房

に
勧
め
ら
れ
て
テ
レ
ビ
体
操

を
始
め
ま
し
た
。

　

毎
朝
6
時
25
分
か
ら
10
分

間
教
育
テ
レ
ビ
で
、
体
操
の

お
姉
さ
ん
た
ち
が
や
る
の
を

見
な
が
ら
一
生
懸
命
に
気
合

を
入
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、

動
か
ぬ
体
を
い
い
加
減
に
動

か
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
特

段
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
と

か
、
筋
力
が
増
し
た
と
か
は

な
い
の
で
す
が
、
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
以
前
は
長
時
間

手
術
の
翌
日
に
感
じ
た
肩
こ

り
、
腰
痛
を
最
近
は
あ
ま
り

感
じ
な
い
よ
う
で
す
。

　

健
康
の
た
め
（
ゴ
ル
フ
の

た
め
）
に
積
極
的
に
筋
力

ア
ッ
プ
と
か
、
柔
軟
体
操
と

か
気
合
を
入
れ
て
や
っ
て
み

た
こ
と
は
数
限
り
な
く
あ
り

ま
す
が
、
も
と
も
と
飽
き
性

の
た
め
長
続
き
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
っ
た
く
積
極
的
で
な
い

の
で
す
が
、
朝
6
時
25
分
に

な
る
と
女
房
が
テ
レ
ビ
の
前

に
陣
取
り
、
犬
も
テ
レ
ビ
を

見
て
ご
ろ
ん
ご
ろ
ん
と
自
分

な
り
の
体
操
を
始
め
れ
ば
否

応
な
し
に
お
付
き
合
い
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
効
用
は
そ
れ
な
り
に
あ

る
よ
う
で
す
。

　

人
間
、
何
事
に
お
い
て
も
、

毎
日
の
生
活
で
大
き
な
負
担

に
な
ら
な
い
程
度
の
こ
と
を

続
け
る
こ
と
が
、
実
は
大
切

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
体
操

副院長

小林　健二

県内初

…大学病院本院群（80病院）
…大学病院本院に準じた診療機能を有する
　病院群（99病院）
…その他の急性期病院群（1,406病院）

Ⅰ群
Ⅱ群

Ⅲ群



当院における患者さんの権利と責任
Rights & Responsibility

Rights

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.

Responsibility

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

ご自身の病状について、正確に話していただくこと
ご自身の病気や医療行為の経過について気になる点があれば、スタッフに申し出ていただくこと
同意された治療を受けるにあたっては、医療スタッフの計画や指示に基き、療養していただくこと
治療を受けない選択をされた場合、または医師の指示に応じない場合、それにより生じる医療上の問題には、
ご自身の責任で対応していただくこと
受けた医療に関する支払いには、速やかに応じていただくこと
当院での入院治療が終了した場合には、医師の指示に基づき、速やかに退院または転院していただくこと
他の患者さんや医療スタッフへの迷惑行為（大声、威嚇、暴言、医療行為の強要など）は行わないこと
院内は禁煙のため、喫煙は院外の喫煙所を利用していただくこと
面会時間、電子機器の取り扱いなど、院内の規則を守っていただくこと

当誌「みやのわ」では、読者の皆様からのご意見や感想をお待ちしております。
お名前等の個人情報は、一切掲載いたしません。匿名でご投稿頂いても結構です。また、診療に
関する個人的なご質問やご意見はこちらでは受け付けておりませんのでご了承ください。

はがき等の場合
電子メールの場合

〒321-0974  宇都宮市竹林町911－1　済生会宇都宮病院　経営支援課
miyanowa@saimiya.com
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患者さんの権利

患者さんの責任

URL :www.saimiya.com

地
域
と
病
院
を
む
す
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
誌

１.

２.

医療サービス提供者として次の基本を守ります

・安全で信頼性のある医療を提供します

・医療を受ける方の権利と尊厳を尊重し、満足度の向上に努力します

地域基幹病院として次の役割を果たします

・地域医療の向上に貢献します

・地域の医療福祉機関と密接に連携し、地域から頼られる存在になります

済生会宇都宮病院理念

個人として尊重され、適切な医療を受けること
病気や治療の内容、および回復の可能性について、わかりやすい言葉や方法で説明を受けること
手術や検査など重大な診療行為を受けるかどうかの判断に、必要かつ十分な説明を受けること
治療方針の決定に主体的に参加し、自分の意思で治療を受けるかどうかを決定すること
痛みを和らげるために、原因に応じた適切な治療、ケアを受けること
他施設の医師に意見（いわゆるセカンドオピニオン）を求めること
医療に関する個人情報は保護され、プライバシーが守られること
治療を継続するために、適切な医療機関の紹介を受けること
カルテ開示を求めること
会計の内容について説明を受けること
治療に納得がいかない場合は、自分の意思で退院すること
診療行為において事故が発生した場合は、その内容を事実に基づいて、可能な限り詳細に説明を受けること


